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● 既設構造物照査事例による補強対象箇所の例（水門の場合） 

  以下に既設水門の耐震性能照査を行った事例から対策の必要と判定された箇所の例を紹介致します。 

 当水門は平成 6 年に竣工された施設であり、現行の耐震基準を満足していない可能性がありました。耐震性能照査を行った結果以下に示すように、 

 流水直角方向に対して門柱・堰柱が所要の性能値を下回り、レベル２地震時に安全性、復旧性、被災後の機能性に悪影響を与えるものと判定されました。 

 また、基礎は液状化が生じる場合にのみ塑性化が生じる結果となったが、十分な変形性能を有していると判定されました。 

  【照査結果】     

 

                                    

 

                                            

 

 

 

  

 

 

 

 

 

● 耐震補強工法の提案例 

 上記の水門に社内で耐震補強検討を実施した提案例を紹介します。 

  照査結果より、当水門には補強が必要と判定され、門柱に対してはじん性向上、堰柱に対してはせん断耐力の向上が補強の目的となります。 

 また、基礎は現状で健全です。補強検討で最も問題となるのが堰柱および門柱への補強に対する流下能力の阻害であり、門柱・堰柱の補強厚の縮小が必要となりました。 

 そこで、門柱に対しては帯鉄筋を追加配置しポリマーセメントにて巻き立てることにて巻き立て厚を従来の RC 巻き立てに比べ 1/4 程度縮小できました。 

 また、堰柱は基礎への負担を考慮し耐力が増加しないようにせん断耐力のみを向上させる案として、後施工プレート定着型のアンカーバーを挿入することでせん断耐力のみ 

 を向上させることが可能となり、基礎は現状の状態を維持できる結果となります。 

 

    

   

 

  

       

   

 

   

 

  

  近年、河川構造物の耐震性能に対して基準が改訂され、既設構造物に対

する耐震性能の見見直しが行われいます。弊社で実施した、既設構造物の

耐震性能照査では、要求性能を満足していない河川構造物が多く存在して

いることが判明しました。特に、利水・治水上重要度の高い施設に対して

はレベル２地震動に対応した対策が急務となっており、河川構造物特有の

条件をクリアした補強方法の提案を必要とされております。 

  弊社では、多数の河川構造物の耐震診断を行った実績と橋梁耐震補強設

計によるノウハウを活かし、河川構造物の機能向上を目的とした耐震補強

の提案を行っております。 

 

      

    

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1  検討の流れ 
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【基礎の照査】液状化が生じる場合 

 ・門柱の終局水平震度      

Khu =0.58 

 ・基礎として降伏に至る水平震度 

    KhyF＝0.40 

 

  Khu＞KhyF より、基礎は降伏に至る結果と

なるが十分な変形性能を有している。 

   

  


